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1. まえがき 

 山口県八代地区は本州唯一のなべ鶴の飛来地であり、国の特別天然記念物に指定されて

いる。特にその地区では、水路における遡上施設が設置され、また水田と水路との落差が

大きい場合ドジョウなどの遡上施設などが設置され、水田地帯における環境配慮の先進的

地域である。その水路の遡上施設の１つにおいて、タカハヤは遡上したがカワムツはそれ

ほど遡上しなかった。この原因を明らかにして、遡上可能なように水路設計について検討

することが本研究の主な目的である。現場に比べ大学の室内実験のほうが実験条件の変更

および遡上の観察が容易である。そのために実物大の装置を山口大学に作り、水理実験を

行った。本報告はこのような成果をまとめたものである。 

なお、本研究は農林水産省中国四国農政局資源課の生態系保全技術検討調査「山口東部

地区」の委託事業として行った。 

2. 既設水路のカワムツ遡上に関する課題

の検討

施設の基本形を図-1 に示す。実験装置は実

物と同じ大きさである。基本形から次の基

本形に登るときの高低差は 0.2ｍである。 

この施設は水深、流況など水理的には概略、

図-1 に示すようにＡ，Ｂ及びＣの部分に分

けられる。そこでそれぞれの部分にカワム

ツを放流し、その部分にカワムツが通常の

姿で泳げるか検討した。なお、Ｃの部分に

は下流端にネットを張っている。カワムツ

が下流に落下しなく、実験が行いやすいよ

うに設置した。なお、ネットの設置により、

水深の変化は無視できる。Ｃの部分では水

深は浅く押し流される。十分の深さが確保され

必要である。なお、カワムツはＡ，Ｂの部分で

Ｃの下流に水深を揚げるため堰を設置する。下

-1 のＡまでは遡上し、一旦は次の遡上施設に上
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3. 下流に堰を設置した場合の検討 

そこで下流端に堰を設置した。この場合も１匹をのぞいて遡上していない。その原因はこ

の堰を流れるとき、越流水が堰から遊離し、且つその落下高が大きく遡上しにくくなるた

めである。勿論遡上可能な落下高はカワムツの長さに対する相対的なものと考えられる。

しかしながら、どの程度であれば遡上可能かについては不明である 

水が堰から離れにくいように堰の形を円形にして、検討してみる。 

4. 下流に１/４円形の堰を設置した場合 

 直径 10ｃｍの丸太を４等分してその１つを図-1 のＣの部分の下流端に設置した。高さは

５ｃｍである。それを図‐2 に示す。 

この程度の改良でカワムツは遡上した。

厳密には円形でなく越流部分の形状を水

脈に合わせるのが合理的と考えられるが

やや工費が高くなる。 

Fl

丸太を 1/4 に切ったものを設置してカワ

ムツが十分遡上したので、ここで遡上の

検討実験を終了した。以上の 3 点につい

て検討した。結果は要約すると次のよう

になる。 

（１） 図-1 のＣの部分にカワムツ遡

上に関して課題がある。 

（２） Ｃの下流部分に高さ 50ｍｍ、厚

さ 19ｍｍの長方形堰を設置し

たが 1匹を除いて遡上しなかっ

た。 

（３） そこで、直径 100ｍｍの丸太を

4 等分して、その 1 つを図-1 の下流部

は遡上した。 

 従来の方法では、遡上しなかったが下流端に

より、カワムツの約 50％が遡上した。下流端に

遡上可能である。なお、そのときの流速測定を

した。水脈が堰から離れる場合、その後は水は

ものを設置した場合はほとんどが丸太に沿う流

減速され、カワムツが遡上可能となったものと

5. まとめ 

 実験室に模型を作り、遡上に関する水理実験

なる。１つのユニットで下流端に、直径 100ｍ

らの離れは、小さく、カワムツは遡上した。し

太を４等分して現場に設置すれば遡上可能であ

善法として提案するものである。 
 

図-2 丸太を１/4 に切った材木 

を設置した場合の流れの様子 
ow of crossing over the one-forth cutting of log

 

分に設置した(図‐２)。その結果カワムツ

丸太を 1/4 に切ったものを設置することに

丸太を 1/4 に切ったものを設置すれば十分

行った。水平から４５度方向の流速を測定

自由落下となる。一方丸太を 1/4 に切った

れとなり丸太との摩擦抵抗により、速度が

考えられる。 

を行った。本研究をまとめると次のように

ｍの丸太を設置したところ、越流水の堰か

たがって、現実問題として間伐材などの丸

ると考えられるのでこの手法を低コスト改


